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「聖なる、聖なる、聖なる、万軍の【主】。
その栄光は全地に満ちる。イザヤ書6:3」

■聖別する…カダッシュ(ヘブル語)、ハギアゾー(ギリシャ語)
神の聖なるものとして他と区別すること

■聖 神の性質
神は完全に｢聖｣。罪もけがれもまったくない。
聖なる神は、どんなささいな罪も寄せ付けない。

0．聖別とは？



天地を造られた神は、聖なる方。
どんなに些細な罪とも同居しえない。

聖について知ることは、神について知ること。
聖を求めることは、神を求めること。

0．聖別とは？



Ⅰ．旧約時代の聖別
幕屋



｢神は第七日を祝福し、この日を聖なるものと
された。その日に神が、なさっていたすべての
創造のわざをやめられたからである。創世記2:3｣

■神は、六日間で天地を創造され、
七日目を聖別して休まれた。

■神が造られたものはすべて、聖なる神のもの。

最初の聖別

世界も人も、すべてが聖とされていた!!



■アダムとエバは、神の約束を破り、断絶。
罪人は、神と共にいることはできない。

■人は、聖なる楽園から、追い出された。

■神は、きよい動物を犠牲にして、
人に皮の衣を着せ、人の罪を覆われた。
人類は、滅びをまぬがれ生きながらえた。

失われた聖別



■罪に陥った人類は、大洪水で裁かれた。
その後も神に逆らい、全地に散らされた。

■神は、アブラハムと聖なる契約を結ばれた。
聖なる国民を生み出し、その子孫に
聖なるメシアを生み出すために。

｢主は私たちの父祖たちにあわれみを施し、
ご自分の聖なる契約を覚えておられた。

ルカ 1:72 ｣

人類を導く聖なる契約



｢『あなたがたは、わたしにとって祭司の王国、
聖なる国民となる』これが、イスラエルの子
らにあなたが語るべきことばである。

出エジプト記 19:6 」

■神は、イスラエルをエジプトから脱出させ、
シナイ山で聖なる契約を結ばれた。

聖なる国民 イスラエルの誕生

イスラエルは、神の聖なる国民に!!



「あなたがたは、必ずわたしの安息を守ら
なければならない。これは、代々にわたり、
わたしとあなたがたとの間のしるしである。
わたしが【主】であり、あなたがたを聖別
する者であることを、あなたがたが知るた
めである。出エジプト記31:13 ｣

■神は、イスラエルを聖別されたしるしに、
安息日を聖別せよ、と命じられた。

聖なる国民のしるし 聖なる安息日

安息日は、天地創造の七日目・聖なる安息を記念する日



｢あなたがたは自分の身を聖別して、聖なる
者とならなければならない。わたしが聖だか
らである。あなたがたは、地の上を這ういか
なる群がるものによっても、自分自身を汚し
てはならない。レビ記11:44 ｣

■聖なる神に近づくためには、神の方法で
聖別され、きよめられなければならない。

聖別された民として

聖なる契約を守ることで、イスラエルは聖なる者とされた



｢アロンは年に一度、その角の上で宥めを行
う。その祭壇のために、罪のきよめのささげ
物の、宥めのための血によって、彼は代々に
わたり、年に一度、宥めを行う。これは
【主】にとって最も聖なるものである。

出エジプト記 30:10 」

■毎日、祭壇に犠牲の動物が献げられた。
年に一度の贖罪日には、イスラエルの罪を
きよめる特別な犠牲の動物を献げた

聖別された民として

罪がきよめられるには、聖なる犠牲のささげ物が必要



｢ユダは神の聖所となり
イスラエルは神の領地となった。

詩編114:2｣

■聖なる民、イスラエル自身が神の聖所。

■神は、聖なる民イスラエルに、
聖なる約束の土地を与えられた。

聖なる約束の地へ



■聖なる契約・律法で命じられた通りに
造った幕屋に、神の栄光が宿られた。

■イスラエルが、聖なる都エルサレムに、
建てた聖なる神殿にも、神の栄光が満ちた。

｢祭司たちが聖所から出て来たとき、
雲が【主】の宮に満ちた。 Ⅰ列王 8:10 ｣

聖なる幕屋 聖なる神殿



｢わたしは彼らに与えた地の面からイスラエ
ルを断ち切り、わたしがわたしの名のために
聖別した宮をわたしの前から投げ捨てる。
イスラエルは、すべての民の間で物笑いの種
となり、嘲りの的となる。 Ⅰ列王9:7 ｣

■イスラエルは、聖なる契約を何度も破り、
偶像礼拝の罪を重ね、ついに神に裁かれた。

投げ捨てられた聖なる都

聖なる都エルサレムは破壊され、聖なる民は捕囚の身に



Ⅱ．聖なるメシア

幕屋



主は私たちの父祖たちにあわれみを施し、
ご自分の聖なる契約を覚えておられた。

ルカ福音書1:72 

聖なる契約



■何百年も続いたイスラエルの苦しみの時。
しかし神は、聖なる契約を覚えておられた。

■メシアをみごもったマリアは主を讃美した。
｢今から後、どの時代の人々も私を幸いな者
と呼ぶでしょう。力ある方が、私に大きなこ
とをしてくださったからです。その御名は聖
なるもの、主のあわれみは、代々にわたって
主を恐れる者に及びます。ルカ1:48～50｣

聖なる契約に基づくメシア



■メシアは、聖別された神であり、罪なき人。
聖なるメシアは、神の真理を伝えるため、
弟子たちを聖別し、世に派遣された。

｢あなたがわたしを世に遣わされたように、
わたしも彼らを世に遣わしました。
わたしは彼らのため、わたし自身を聖別しま
す。彼ら自身も真理によって聖別されるため
です。ヨハ17:18～19｣

メシアの真実による聖別



｢動物の血は、罪のきよめのささげ物として、
大祭司によって聖所の中に持って行かれます
が、からだは宿営の外で焼かれるのです。
それでイエスも、ご自分の血によって民を
聖なるものとするために、門の外で苦しみを
受けられました。ヘブル13:11～21｣

■イスラエルと人類の罪をきよめるために、
メシアは、最も聖なるささげ物として、
聖なる都の外で十字架にかけられた。

民を聖とする メシアの犠牲



■罪なき人として十字架で死んだメシアは、
神の力で死を打ち破って三日目に復活し、
悔い改めによる救いを宣言された。

■キリストによる福音の宣言
『キリストは苦しみを受け、三日目に死人の
中からよみがえり、その名によって、罪の赦
しを得させる悔い改めが、あらゆる国の人々
に宣べ伝えられる。ルカ24:46～47』

聖なるメシアの死と復活



■ペンテコスに聖霊が降り、教会が誕生。
多くの民が、弟子たちが告げた福音を信じ、
教会が成長。聖別された弟子たちにより、
異邦人にも、福音が宣べ伝えられていった。

｢彼らが主を礼拝し、断食していると、聖霊が
『さあ、わたしのためにバルナバとサウロを
聖別して、わたしが召した働きに就かせなさい』
と言われた。使徒13:2｣

聖別された弟子たちによる福音宣教



Ⅲ．今の時代の聖別



■福音を信じて、罪人から聖なる者に!!
｢ 盗む者、貪欲な者、酒におぼれる者、そし
る者、奪い取る者はみな、神の国を相続す
ることができません。
あなたがたのうちのある人たちは、以前は
そのような者でした。しかし、主イエス・
キリストの御名と私たちの神の御霊によっ
て、あなたがたは洗われ、聖なる者とされ、
義と認められたのです。 Ⅰコリ6:10～11｣

聖なる者とされた私たち

福音を信じて、罪きよめられ、聖なるものとされた



｢ですから、だれでもこれらのこと(卑しい
こと)から離れて自分自身をきよめるなら、
その人は尊いことに用いられる器となりま
す。すなわち、聖なるものとされ、主人に
とって役に立つもの、あらゆる良い働きに
備えられたものとなるのです。 Ⅱテモ2:21｣

■信じた者は、罪から離れ、きよめられて、
神様に用いられる聖なる器にされていく。

主に用いられる器として

信じ続けて、主に変えられ、用いられて行く



■キリストのことをいつでも話せるように。
｢ むしろ、心の中でキリストを主とし、
聖なる方としなさい。あなたがたのうちに
ある希望について説明を求める人には、だ
れにでも、いつでも弁明できる用意をして
いなさい。 Ⅰペテ 3:15 ｣

弁明すべき 聖なる方

聖なる主イエスを伝えることが、
信じた者の使命



｢それは彼らの目を開いて、闇から光に、
サタンの支配から神に立ち返らせ、こう
してわたしを信じる信仰によって、彼ら
が罪の赦しを得て、聖なるものとされた
人々とともに相続にあずかるためである。

使徒6:18 ｣

■私たちがキリストの福音を伝えるのは、
その人が救われ、聖なるものとされて
共に神の国に入るため。

人々が聖とされるために

共に神の国に入るために、私たちは福音を伝える!!



｢このキリストにあって、建物の全体
が組み合わされて成長し、主にある
聖なる宮となります。エペソ2:21｣

■福音を信じたすべての人は、
一つのキリストのからだの一部。

■私たち一人一人が、
聖霊が住まわれる宮。

聖なる宮 キリストの体なる教会

福音を信じた人はみんな、一つのキリストのからだ



Ⅳ．来るべき時代の聖別



｢【主】は聖なる土地で、ユダをご自分の受
ける分とし、エルサレムを再び選ばれる。

ゼカリヤ書2:12 ｣

■世の終わり・大艱難時代の最後に、
生き残ったイスラエルが民族的回心に!!

■再臨の主イエスが建てられる神の王国で、
イスラエルは、聖なる土地を与えられ、
聖なる都エルサレムに住む。

聖なる約束の地へ



｢わたしは、わたしの聖なる名をわたしの民
イスラエルの中に告げ知らせ、二度とわた
しの聖なる名を汚させない。諸国の民は、
わたしが【主】であり、イスラエルの聖な
る者であることを知る。エゼキエル39:7｣

■再臨の主イエスが建てられる神の王国で、
イスラエルは二度と神に背くことはない。
主の聖なる名を、世界の民が誉め讃える。

聖なる神の聖なる御名



｢ 平和の神ご自身が、あなたがたを完全に
聖なるものとしてくださいますように。あ
なたがたの霊、たましい、からだのすべて
が、私たちの主イエス・キリストの来臨の
ときに、責められるところのないものとし
て保たれていますように。 Ⅰテサ5:23 ｣

■再臨の主イエスが建てる神の王国に、
復活の栄光の体で迎えられる時が来る。

完全に聖とされる時

完全に聖なる復活の栄光の体が、私たちの信仰のゴール



｢また私は、新しい天と新しい地を見た。以前
の天と以前の地は過ぎ去り、もはや海もない。
私はまた、聖なる都、新しいエルサレムが、

夫のために飾られた花嫁のように整えられて、
神のみもとから、天から降って来るのを見た｣

黙示録21:1～2 

■世界の最終的なゴールが、新天新地。
聖なる都、天のエルサレムが降ってくる。

聖なる都 新しいエルサレム

世界は、完全に、永遠に、聖とされる



Ⅳ．まとめと適用 聖別された者として 聖別していこう



｢あなたがたのうちのある人たちは、以前はそのような者
(罪人)でした。しかし、主イエス・キリストの御名と私た
ちの神の御霊によって、あなたがたは洗われ、聖なる者と
され、義と認められたのです。 Ⅰコリ 6:11 ｣

■主イエス・キリストの
十字架の死と復活の福音を信じて、
私たちは、罪をきよめられ、聖なる者とされた。

聖なる者とされた私たち



｢平和の神ご自身が、あなたがたを完全に聖なるものと
してくださいますように。あなたがたの霊、たましい、
からだのすべてが、私たちの主イエス・キリストの来臨
のときに、責められるところのないものとして保たれて
いますように。 Ⅰテサ 5:23 ｣

■福音を信じ、聖なる者とされた スタート
■完全に聖なる者とされる ゴール

完全に聖なる者とされる時

完全な聖に向かって 歩んでいるのが私たち



｢ですから、だれでもこれらのこと(卑しいこと)から離れ
て自分自身をきよめるなら、その人は尊いことに用いら
れる器となります。すなわち、聖なるものとされ、主人
にとって役に立つもの、あらゆる良い働きに備えられた
ものとなるのです。 Ⅱテモ2:21｣

■神に用いられていくために、
自分自身をきよめ、
聖別していくことが必要!!

主に用いられる器となるために



■礼拝は、信仰生活の中心。
日曜礼拝の大切さ。イッピーの集まり(大人になったら？)

■礼拝を聖別するとは？
時間、空間、自分の心…を、他と切り分ける

■本当に礼拝を聖別しようと思ったら？
礼拝に行く前から、礼拝は始まっている。
朝は？ 前日は？ その週は？

聖別するって？ 礼拝の場合



■デボーション
…朝一番の時間、空間、エネルギーを聖別

■献金 …収入を得たら真っ先に献げ物を聖別

■聖別とは、神を一番にしていくこと。

私自身が聖なる者とされたのだから!!

聖別するって？ いろんな場合

与えられた時間、エネルギーは、まず一番に神様のために



■主イエス・キリストは、私の罪のため、
十字架で死なれ、葬られ、死を打ち破って復活された。
この福音を信じた私は、永遠に神の聖なるものとされた。

■完全に聖とされる神の国に向かって私は歩んでる。
罪を悔い改められるのも、聖なるものとされたから。
聖なる宮とされた、私の内に聖霊が住まわれている。
主に聖別された者として、自分自身を聖別していこう。

★ 聖別することは、聖別された者の特権だから!! ★

昨日よりも今日、今日より明日、聖別されていくように!!



「天のお父さま。私たちの罪をゆるしてください
私たちは、神の御子、主イエス・キリストが、

①私たちの罪を贖うために十字架で死なれ、
②墓に葬られ、
③三日目に復活されたこと、を信じます。

私たちは、主の恵みによって、聖なるものとされました。
完全に聖とされる御国に向かって、きよめられつつ歩みます。
主に与えられた、時間、空間、エネルギーを、聖別します。
主に用いられる聖なる器として、私たちを遣わしてください。
主イエス・キリストのみ名によって祈ります。 アーメン｣
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